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別記様式2 
副 専 攻 プ ロ グ ラ ム 説 明 書  

  

開設学部（学科）名〔教育学部(第五類)〕 

プログラムの名称 （和文） 教育学副専攻プログラム 

（英文） Educational studies 

１． プログラムの紹介と概要 

 本プログラムは，教育諸科学の体系的知識の習得と理解をめざす。教育は，人間と社会のさまざまな要因

が複雑に絡み合った事象である。したがって本プログラムは，学生が教育に関するさまざまな理論や思想，

事象，課題について，哲学的・歴史的・社会学的・国際比較的視野に立って学習し研究するとともに，教育

方法・技術や教育課程，学校経営・教育行財政，社会教育・生涯学習をめぐる具体的問題群についての理論

的検討を行いうるように構成されている。 

２． プログラムの到達目標 

 教育哲学、日本東洋教育史、西洋教育史、教育社会学、教育方法学、社会教育学、教育行政学、比較

教育学、教育経営学、幼児教育学、高等教育学などの教育関連諸科学の基礎を習得している。 

３．プログラムの履修時期・要件 

 (１) 履修開始時期とプログラム登録時期 

 プログラム開始（選択）時期は，２年次である。 

 なお，履修開始後の登録も可能とする。 

 (２) プログラム選択のための既修得要件(履修科目名及び単位数等) 

 既修得要件については設定しない。 

 

 (３) 履修上の注意点 

 特になし 

 

４．教育内容・構造 

 本プログラムは、教育諸科学の知識を体系的に習得・理解できるよう専門基礎科目（講義）から構成され

ている。 

 

５．授業科目及び授業内容 

 専門基礎科目（教育哲学，日本東洋教育史，西洋教育史，教育社会学，教育方法学，社会教育学，教育行

政学，比較教育学，教育経営学，幼児教育学，高等教育概論） 

※授業内容は，各年度に公開されるシラバスを参照すること。 

 

６．評価 

（１）試験・成績評価 

 各授業科目における試験・成績評価基準に基づく。 
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（２）修了判定の基準 

 別添の履修表に示す授業科目のうち，18単位以上を修得すること。 

 

７．プログラムの責任体制 

 本副専攻プログラムは，主として教育学講座のスタッフにより遂行される。その遂行上の責任は，プログ

ラム責任者（教育学講座の主任）にある。計画・実施・評価検討・対処は，本副専攻プログラム教員会が行

う。 

８．プログラムの受入上限数 

 制限なし 

 

９．プログラムの既修得単位等の認定単位数等 
（１）他大学等における既修得単位等の認定単位数等 

 既修得単位の認定は行なわない。 
 
（２）広島大学における既修得単位(科目等履修生として修得した単位を含む。)の認定単位数等 

 18単位 
 

 
【副専攻プログラム履修に関する注意事項】 
○主専攻プログラムの授業時間割の関係で，登録した副専攻プログラムの授業科目履修が制限されることがある。 

○副専攻プログラムで開設されている授業科目も，本学共通の平均評価点（GPA）の計算対象に含まれる。 
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 担 当 教 員 リ ス ト   

 

 

担当教員名 担 当 授 業 科 目 等  備 考 

坂越 正樹 

担当授業科目：教育哲学演習 

       教育哲学課題演習 

       教育哲学課題研究 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 A５０２ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：sakakosi@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

 

丸山 恭司 

担当授業科目：教育哲学 

       教育学外書講読演習Ⅰ 

       教育哲学課題演習 

       教育哲学課題研究 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 A５０１ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：yasumaru@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

鈴木 理恵 

担当授業科目：日本東洋教育史 

       日本東洋教育史演習 

       日本東洋教育史課題演習 

       日本東洋教育史課題研究 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 A５０８ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：suzukrie@hiroshima-u.ac.jp 

 

三時 眞貴子 

担当授業科目：西洋教育史 

       西洋教育史演習 

       西洋教育史課題演習 

       西洋教育史課題研究 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 A５０９ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：msan@hiroshima-u.ac.jp 
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担当教員名 担 当 授 業 科 目 等  備 考 

河野 和清 

担当授業科目：教育行政学 

       教育フィールドワーク演習 

       教育行政学課題演習 

       教育行政学課題研究 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 A６１１ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：kazukiyo@hiroshima-u.ac.jp 

 

古賀 一博 

担当授業科目：教育行政学演習 

       教育行政学課題演習 

       教育行政学課題研究 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 A６１２ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：kazukoga@hiroshima-u.ac.jp 

 

大塚 豊 

担当授業科目：比較教育学 

       比較教育学演習 

       比較教育学課題演習 

       比較教育学課題研究 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 A６１４ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：yotsuka@hiroshima-u.ac.jp 

 

曽余田 浩史 

担当授業科目：教育経営学 

       教育経営学演習 

       教育経営学課題演習 

       教育経営学課題研究 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 A６１５ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：hsoyoda@hiroshima-u.ac.jp 

 

七木田 敦 

担当授業科目：幼児教育学演習 

研究室の場所：教育学部 B７０９ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：nanakida@hiroshima-u.ac.jp 

 

中坪 史典 

担当授業科目：幼児教育学 

研究室の場所：教育学部 B７０９ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：nakatsub@hiroshima-u.ac.jp 
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担当教員名 担 当 授 業 科 目 等  備 考 

村澤 昌崇 

担当授業科目：高等教育概論 

研究室の場所：高等教育研究開発センター １０

７ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：mrswm@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

 



別表

教育学副専攻プログラム履修表

３
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４
セ
メ

５
セ
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６
セ
メ

７
セ
メ

８
セ
メ

教育哲学 ２ 2 主専攻プログラムでは2セメ

日本東洋教育史 ２ 2 主専攻プログラムでは１セメ

西洋教育史 ２ 2 主専攻プログラムでは2セメ

教育社会学 ２ 2 主専攻プログラムでは2セメ

教育方法学 ２ 2 主専攻プログラムでは2セメ

社会教育学 ２ 2 主専攻プログラムでは１セメ

教育行政学 ２ 2 主専攻プログラムでは１セメ

比較教育学 ２ 2 主専攻プログラムでは2セメ

教育経営学 ２ 2 主専攻プログラムでは2セメ

幼児教育学 ２ 2 主専攻プログラムでは1セメ

高等教育概論 ２ 2 主専攻プログラムでは4セメ

18

〈履修上の注意〉

１．専門基礎科目のうち18単位以上を履修すること。
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